
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 埼玉学園大学 
設置者名 学校法人 峯徳学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間学部 

人間文化学科 
夜 ・

通信 

14 

- 

- 14 

13 

- 

子ども発達学科 
夜 ・

通信 
31 45 - 

心理学科 
夜 ・

通信 
2 16 - 

経済経営学部 経済経営学科 
夜 ・

通信 
- 34 48 - 

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.saigaku.ac.jp/syllabus/jitsumu_2022/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

 

 

 

 

 

 



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 埼玉学園大学 
設置者名 学校法人 峯徳学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.saigaku.ac.jp/about-us/disclosure/#a1 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 株式会社専務取締役 
令和3年4月1日～

令和6年3月31日 運営管理担当 

非常勤 有限会社代表取締役 
令和4年4月1日～

令和6年3月31日 運営管理担当 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 埼玉学園大学 

設置者名 学校法人 峯徳学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表してい

ること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 体系的に編成された教育課程のもと、学生にあらかじめ授業の内容や進め方、

成績評価方法等を把握させるため、全学共通科目及び各学科の専門科目を担当

する全教員により、半期ないしは通年の授業計画（シラバス）を前年度末ま

でに作成し、当該年度の初めに公表している。シラバスについては、大学設置基

準第 25条の 2で規定された「授業の方法及び内容並びに一年間の授業の計画をあ

らかじめ明示」し、かつ「学修の成果に係る評価及び卒業の認定に当たっては、

客観性及び厳格性を確保するため、学生に対してその基準をあらかじめ明示

する」という趣旨を踏まえて作成している。 

シラバスの内容としては、授業概要、授業計画、到達目標、履修上の注意、

予習・復習、評価方法、テキストを明記している。 

授業計画書の公表方法 

『各学部の授業科目のシラバス一覧』 

https://www.saigaku.ac.jp/syllabus/#r4 

『履修のてびき』（刊行物）【全学生及び全教職員に配布】 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 学習成果の評価は、基本的には学期末試験の結果によるが、授業期間中の

小テストの結果などの平常点を加味することができる。各担当教員の評価の方

法についてはシラバスに明示されている。また、学生から成績評価につい

て照会がある場合は、一定期間を設けて文書による質問等を受け付け、授業担

当教員から文書をもって回答することとしており、評価の透明性、客観性を

保ち、適切な評価がなされる仕組みとなっている。 

 卒業論文又は卒業研究は 4年次生の必修科目である。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 GPA（Grade Point Average）の導入については、教務委員会で検討した結

果、GPA制度導入に伴って期待される相対評価を採用した場合、少人数教育を旨

とする本学の各授業の受講者数に鑑みた時、その成績実態を十分に反映させ

ることが現時点では困難であると考えられるため、導入しないこととした。それに

代わる成績指標については、以下の計算式により算出するものとしている。 

 
  優の単位数×１＋良の単位数×0.5＋可の単位数×0.25 
                               ×100 

総修得単位数(卒業要件科目で算出)（「認定」の評価と記載された科目は除く) 
 

『埼玉学園大学ディプロマ・ポリシー』 
https://www.saigaku.ac.jp/about-us/disclosure/#a1 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

『学則・規程』 
https://www.saigaku.ac.jp/about-us/disclosure/#a1 

『履修のてびき』（刊行物）【全学生及び全教職員に配布】 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 平成 25(2013)年度に、ディプロマ・ポリシーを策定し、本学ウェブサイトに

公表した。「運営会議」「FD委員会」「教務委員会」等の各委員会にて、卒業

の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）との体系性や表現の整合性を検証

し、必要に応じてそれぞれの表現を見直している。単位認定、卒業・修了認定

等に関しては、学則、学位規程等に基づいて厳格に行われている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

『埼玉学園大学ディプロマ・ポリシー』 
https://www.saigaku.ac.jp/about-us/disclosure/#a1 

 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 埼玉学園大学 

設置者名 学校法人 峯徳学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.saigaku.ac.jp/aboutus/disclosure/#a1 
収支計算書又は損益計算書 https://www.saigaku.ac.jp/aboutus/disclosure/#a1 
財産目録 https://www.saigaku.ac.jp/aboutus/disclosure/#a1 
事業報告書 https://www.saigaku.ac.jp/aboutus/disclosure/#a1 
監事による監査報告（書） https://www.saigaku.ac.jp/aboutus/disclosure/#a1 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：公表方法：『自己点検評価』 

https://www.saigaku.ac.jp/about-us/self-assessment/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 

学部等名 人間学部人間文化学科 

教育研究上の目的（公表方法：『埼玉学園大学学則』第 3条） 

https://www.saigaku.ac.jp/about-us/regulations/ 
（概要） 

人間文化学科は、社会人としての幅広い教養を持つとともに、国際的視野に

立って人間と文化・歴史との係りについて理解でき、他者への共感能力と豊かな

コミュニケーション能力を備えた人材を養成する。 

卒業の認定に関する方針 （公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/humanities/policy/） 

（概要） 

人間文化学科では、「自立と共生」という本学の教育理念のもと、社会人

としての幅広い教養を持つとともに、国際的視野にたって人間と文化・歴史

とのかかわりについて理解でき、他者への共感能力と豊かなコミュニケー

ション能力を備えた人材の養成を目的とします。そのため卒業までに、人間

や社会に関しての専門的知識を支える土台となる幅広い教養を備えたゼネ

ラリストの素養を身につけること、情報機器を用いた情報収集能力及び的

確な選択と判断に基づいて諸問題を処理する情報活用能力を高めること、

さらに、専門的知識を用いて論理的かつ創造的に思考する能力を身につけ

ることを学生に求めます。具体的には以下の能力を系統的または総合的に

身につけた学生に学士（文学）の学位を授与します。 

 

①日本と世界の文学、哲学、言語学などに関する専門的知識を修得し、言語

コミュニケーション能力を活用して、国際文化理解を促進できる力を備

えていること。 

 

②日本と世界の文化、思想、歴史などに関する専門的知識を修得し、それら

の知識を活かして国際化する社会に貢献できる力を備えていること。 

 

③多様化したメディアに関する専門的知識を修得し、現代の文化や社会を

読み解くことのできる力を備えていること。 

 

④多様化した現代社会での人間の行動に関する専門的知識を修得し、人間尊

重の立場から人々が直面する諸問題を解決できる力を備えていること。 

 

学士号を取得するには、本学に 4年以上在学し、かつ所定の授業科目を履

修することにより、外国語科目 4単位以上を含む全学共通科目を 36単位以

上、専門科目を68単位以上、他学科の専門科目又は他学部の開講科目から自由選択でき

る科目18単位以内、合計124単位以上を修得することが必要です。 



  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/humanities/policy/） 

（概要） 

 人間文化学科では、人文科学系の専門分野を中心に学修するとともに、21世紀の国際型・

共生型の社会において強く要請される幅広い教養とコミュニケーション能力を身につける

ことを目的にカリキュラムを組んでいます。 

本学科では、外国語科目を含む全般的な教養を学ぶ全学共通科目と、「文

学・言語科目群」「史学・文化・人間心理科目群」「メディア科目群」の 3

つの科目群から構成される専門科目を配置しています。科目履修にあたっ

ては、学生が 3 つの科目群を系統的かつ横断的に学ぶことにより、人文科学

を総合的に学修する一方、広い視野に立って様々な問題を考える力を養う

ために弾力的に科目を履修できるようにします。また、演習に関しては少人

数による「教養演習」「基礎演習」「専門演習」「卒業論文又は卒業研究」

を学年の進行に応じて配置し、教員と学生間での双方向の授業を展開しま

す。その中では、大学での学びの作法や専門的な文献・資料の収集、調査、

分析、発表、討論の方法などをとりあげ、学生の「学ぶ楽しさ、知るよろこ

び」の体験と自立的・積極的な学修への取組みを促します。 

本学科のカリキュラム編成の主眼は以下のとおりです。 

 

① 日本人の思考・価値観の変遷をたどりながらその本質を把握し、日本の

文化、思想、文学、歴史を理解する力を養う。 

 

② 欧米やアジアをはじめとする世界各地域の言語、文化、思想、文学、歴

史への理解を深めるとともに、日本文化との比較・対照を通じて国際的な相

互理解の重要性を理解する力を養う。 

 

③ 国際型・共生型社会の構築に不可欠な言語コミュニケーション能力を

培うとともに、情報社会の進展に対応できる情報活用能力及び多様な文化

実践を支えるメディアへの理解力を養う。 

 

④ 文化や歴史の影響をうける社会的存在としての人間の形成過程を体系

的に学ぶことによって、人間及び人間の営みを洞察する力を養う。 

 

以上の①～④に対応する科目を系統的・総合的に学ぶことで得る知識や

技能を活かし、人間や文化にまつわるさまざまな問題の発見・探究・解決を

実践します。これらの実践を通して、批判的・論理的・創造的な思考能力を

養います。１･２年次での全学共通科目及び学科専門科目の基礎的な学びを

基盤としつつ、３年次ではより高度な専門的学習を進めさせるとともに、学

生が専門的な人文科学の問題について発見･探究･解決を実践する場として

3年次の専門演習を必修科目に位置づけます。そして、専門演習で培った能

力を発揮するために最終学年において卒業論文ないしは卒業研究を課すこ

ととします。 



  

さらに、中学校教諭一種免許（国語・英語・社会）、高等学校教諭一種免許

（国語・英語・地理歴史）取得のための教職課程を設置するほか、図書館司

書、博物館学芸員、学校図書館司書教諭、准学校心理士の資格取得が可能と

なるよう、必要な授業科目を配置します。また、これらの免許や資格の取得

を奨励するため、学生にわかり易い履修モデルを用意します。 
入学者の受入れに関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/humanities/policy/） 

（概要） 

大学全体の入学者受け入れ方針のもとに、それぞれの学科では、人材養成

目的や教育研究内容の特色により、下記のような観点を重視します。  

【人間文化学科】  

① 高校までに培った学ぶ姿勢を持ち、大学で学ぶ意欲のある人。  

 

② 日本の文化、歴史、文学及び世界の多様な文化、言語、歴史、文学に、 

そして人間そのものに強い興味があり、理解を深めたいと考えている人。 

 

③ 多様な人々とのコミュニケーションを可能とする情報活用能力と言語 

   能力の修得を目指す人。 

 

 

学部等名 人間学部心理学科 

教育研究上の目的（公表方法：『埼玉学園大学学則』第 3条） 

（https://www.saigaku.ac.jp/about-us/regulations/） 
（概要） 

心理学科は、社会人としての幅広い教養を持つとともに、心理学の専門的知識と

心理的援助に関する技能を備え、現代社会の人間関係や組織の中で直面する

課題に対し、主体的に取り組む能力を持った人材を養成する。  
 

卒業の認定に関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』）  

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/psychology/policy/）                       

（概要） 

心理学科では、「自立と共生」という本学の教育理念のもとに、社会人としての

幅広い教養を持つとともに、心理学の専門的知識と心理的援助に関する技能を

備え、現代社会の人間関係や組織の中で直面する課題に対し、主体的に取り組む

能力を持った人材の養成を目的とします。  

具体的には、心理統計法、心理学研究法など心理学の基礎的知識・研究法を

学び、情報の収集と科学的・実証的な分析力とともに、心理学各分野の専門的

知識により他者理解能力や対人援助技術を身につけて、心理専門家として活躍

できる人材であり、同時に、心理学の専門性を基礎にコミュニケーション能力、

チームワーク力、ストレスコントロール力などを身につけ、課題解決に主体的

かつ柔軟に取り組むことにより企業等で活躍し得る人材です。本学科では

次のような知識・能力・態度を有するに至った学生に学士（心理学）の学位を

授与します。  



  

① 心理学の知識・技能の修得により、自己理解及び他者、社会への理解を 

深めることができる。  

 

② 心理学以外の幅広い教養と人とかかわるコミュニケーション力を獲得 

している。  

 

③ 職場や地域、家庭などで起きる心理的事象を科学的に理解する力を 

身につけている。  

 

④ 個人の発達や適応に関する十分な知識を持ち、他者への理解や支援 に活用

できる力を身につけている。  

 

⑤ 人々の福祉のために心理学の知識と技能を活かす倫理観を身につけている。 

  

学士号を取得するためには、全学共通科目（外国語科目、必修科目を含む）

より 36単位以上、学科専門科目より 68単位以上（必修科目を含む）を必須

として、卒業に必要な総単位数である 124 単位より不足する残りの単位数は、

全学共通科目又は学科専門科目より必要数を修得する必要があります。  
教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』）  

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/psychology/policy/）                
（概要） 

心理学科では、心理学の専門的知識や研究法を修得して、心の問題に適切に

対応できる カウンセリング力を持った人材や、困難な状況においても自ら解決し

主体的に生きる力を身につけた人材を育成するため、次のような方針に

基づいて教育課程を編成し、実施します。  

 

①  人間の心と行動にかかわる知識・技能を身につける。このため、人間の心 

と行動のつながりを理解することができるように、心理学概論Ⅰ、心理学概論Ⅱ、

心理学実験、心理学研究法などの基礎科目から臨床心理学概論、社会心理学概

論（社会・集団・家族心理学）、発達心理学概論、カウンセリング心理

学（心理学的支援法）、心理療法論といった応用科目を幅広く用意す

る。 

  

②  人とかかわる力やコミュニケーション力と幅広い教養を身につける。この

ため、少人数演習形式の基礎演習Ⅰ・Ⅱ、コミュニケーション心理学とい

った人と関わる力の専門的科目に加えて、人文、社会科学、自然科学、外国

語など幅広い教養を身につけることができる科目を用意する。 

 

③  心と行動にかかわる現象を科学的方法によって明らかにする。このため、

人間を認知、感情、行動の３つの視点から体験的に理解することができるよう

に知覚心理学、認知心理学（知覚・認知心理学）、欲求・行動心理学、学習心

理学（学習・言語心理学）、認知行動療法といった科目を用意している。  

④  心理学の理論と技法を生かし、キャリア力の一環として自己及び他者、 



  

社会と豊かに関わる力を身につける。このため、人と人のつながり、人と社会

のつながりについて専門的に理解することができるように、人間関係学、家族心理

学、組織心理学、コミュニティ心理学といった専門科目を用意する。 

  

⑤  社会で倫理学の知識と技法を生かして、仕事を円滑に進めるために必要な

倫理観や総合的にまとめる力を身につける。このため、生命の尊重、人権擁

護、倫理観を身につけることができるように、生命の倫理、倫理学、憲法と

いった教養科目を用意する。また、最終学年において、卒業論文または卒

業研究に取り組むことにより、専門科目履修の総括とする。  

 

履修の方法としては、学生が学習に積極的に取り組むように、二人一組で

自分の意見を発表し、相手の意見を聞く、3、4人の小集団で意見を出し合い

議論する、課題を設定しより良い解決方法を求めるなど能動的な学習方法を

取り入れます。こうした教育課程の実施を通じて、学生の「学ぶ楽しさ、知る

よろこび」の体験と、自律的・積極的な学修への取り組みを促します。  

 

これらの授業科目の配置については、コース制はとっていませんが大きな

分類として、学生の将来の進路に応じて、臨床心理学系科目を深く専門的に

学ぶ履修モデル、社会心理学系科目を深く幅広く学ぶ履修モデルを用意します。

国家資格として法制化された公認心理師の受験資格には、学部レベルから

心理学に関する科目の体系的な履修が必要になりますので、このようなニーズに

応える授業科目を用意し、学生にわかり易い履修モデルを用意します。  

  
入学者の受入れに関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/psychology/policy/）                    
（概要） 

大学全体の入学者受け入れ方針のもとに、それぞれの学科では、人材養成

目的や教育研究内容の特色により、下記のような観点を重視します。  

【心理学科】  

① 人間に関する関心と理解力を持っている人。 

② 自分と異なる考えや価値観を持つ人とも良好な人間関係を作ることができる人。 

③ 人の心や行動について学ぶにふさわしい倫理観を有する人。 

 

 

学部等名 人間学部子ども発達学科 

教育研究上の目的（公表方法：『埼玉学園大学学則』第 3条） 

（https://www.saigaku.ac.jp/about-us/regulations/）               

（概要） 

子ども発達学科は、社会人としての幅広い教養を持つとともに、子どもの心身の

発達の理解を基本に、乳児・幼児・児童の保育、教育に関する専門知識と技能を

備えた人間性豊かな人材を養成する。  
 

 



  

卒業の認定に関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/kodomo/policy/）                       

（概要） 

子ども発達学科は、「自立と共生」という本学の教育理念のもとに、社会人

としての幅広い教養を持つとともに、子どもの心身の発達の理解を基本に、

乳児・幼児・児童の保育、教育に関する専門知識と技能を備えた人間性豊かな

人材の養成を目的とします。  

 

学士（人間学）の学位は、本学に4年以上在学し、外国語科目4単位以上を

含む全学共通科目を36単位以上、保育や初等教育に関する専門科目を68単位

以上、他学科の専門科目又は他学部の開講科目から自由選択できる科目18単位

以内、合計124単位以上を修得し、次のような知識・能力・態度を身につけた

学生に授与します。  

 

①  教育者・保育者としての人間性  

・ 教育や保育に関する仕事の重要性を理解し、自ら積極的に子どもと関わ

ることができる。  

・ 子どもの権利を理解し、さらに人間尊重の精神を身につけている。  

・ 人と人との関係において協調性を持ち、多様な人々と協力し合うことができる。  

 

②  教育・保育における専門的知識と実践力  

・ 子どもの発達過程におけるつまずきや虐待等に気づき、温かいまなざし

で指導、支援できる力が身についている。  

・ 教育実践と理論を結び付けて、実践をふり返る力が身についている。 

・ 独善的な見方に陥ることのないように、実証的に物事をとらえ、科学的

に思考する力が身についている。  

 

③  態度、志向性  

・ 大学における講義や演習並びに実習を通じて学んだ事柄のみならず、自

ら新しい価値を創造する努力ができる。  

・ 自分の所属する社会の固定的な見方に固執することなく、常に世界的視野

を持って多文化社会を理解する力がついている。 

  ・ 教育や福祉の世界に身を置く自覚を持っている。  

本学科では、以上のような学修の成果として、学士号の取得とともに、保

育士資格、幼稚園教諭一種免許状、小学校教諭一種免許状について、

複数の資格・免許を取得することが非常に重視されます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/kodomo/policy/）                
（概要） 

子ども発達学科では、子どもを乳児期（0歳児）から学童期（12歳児）までを

主として学術研究の対象とする授業科目を編成しています。これは保育士資格、

幼稚園教諭一種免許、小学校教諭一種免許について、複数の資格・免許の取得を

目標として掲げた上で、さらに教育及び福祉の学術的探究を保証するカリキュラムと



  

するためのものです。学生の「学ぶ楽しさ、知るよろこび」の体験と自立的・

積極的な学修への取組みを促しながら、教育や保育の専門性を身につけて

もらうため、人間性の育成を重視しています。また、広い視野をもち、実践力を

身につけてもらうため、子ども発達学科の専門科目のみならず、全学の共通科目や

他学科、他学部からの自由選択科目なども積極的に学ぶよう奨励しています。 

 

① 教育者としての人間性  

少人数演習形式の「教養演習」(1年次)、「基礎演習」(2年次)、「専門演習」

(3年次)を配置し、保育・教育に関する問題の追究を通して、子どもと関わる

意義について学修する。2・3年次の保育実習、3・4年次の教育実習を通じて、

子ども理解を深め、一人ひとりを尊重する精神を形成する。また、人文、社会科学、

自然科学、外国語などの科目を配置し、教育者としての幅広い教養を学修する。  

 

②  教育・保育における専門的知識と実践力  

教職課程に関する科目（小学校教諭免許、幼稚園教諭免許）及び保育士資格に

関する科目と「保育実習」(2・3年次)、「教育実習」（3・4年次）より、理論

と実践を往還できるように配置する。また、4年次秋期に「保育・教職実

践演習」を配置し、これまでの大学での学びをもとに、就業に耐えうる専門

的知識と実践力を身につける。  

 

③  態度、志向性  

子ども発達学科専門科目「子どもの教育の歴史」や「多文化保育論」な

どの科目を通じて、多様な社会とその変化を受け止められるだけの問

題意識を深める。さらに、実習に関する「事前・事後指導」や「保育・教

職実践演習」を通して、教育や福祉の世界に身を置く自覚とその世界で中

心的に活躍していこうとする態度を養う。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/kodomo/policy/）                    
（概要） 

大学全体の入学者受け入れ方針のもとに、それぞれの学科では、人材養成

目的や教育研究内容の特色により、下記のような観点を重視します。 

  

【子ども発達学科】  

① 子どもを愛し、子どもの幸せの実現に向け、頑張りたいと思う人。  

 

② 教育や保育に関わる仕事に関心を持ち、教育に関わる専門的な知識や実践力を 

身につけることを望んでいる人。 

 

③ 積極的に人と交流することをいとわない人。  

 



  

学部等名 経済経営学部経済経営学科 

教育研究上の目的（公表方法：『埼玉学園大学学則』第 3条） 

（https://www.saigaku.ac.jp/about-us/regulations/）               
（概要） 

経済経営学部経済経営学科は、「自立と共生」という本学の教育理念のもとに、

広い分野の知識と経済経営に関する専門の学術を教授研究し、企業等で

活躍できる人材を養成することを目的とする。  

卒業の認定に関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』）  

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/economics/policy/）                       
（概要） 

 経済経営学科では、「自立と共生」という本学の教育理念のもとに、幅広い

教養と経済経営に関する専門的な知識・技能を身につけ、社会で自立して活躍できる

人材の養成を目的とします。このため、本学科では変化の激しい知識基盤社会に

対応するため、経済学、経営学、会計学、スポーツ健康ビジネス、観光ビジネス

分野の幅広い専門知識・技能を学修し、たゆまず学び続ける自己研鑽力、豊かな

人間性を兼ね備えた問題解決能力を有する人材の養成に努めています。 

  

本学科の学位は、４年以上在学し、所定の科目履修の合計124単位以上を

修得することにより学士（経済経営学）が授与されます。全学共通科目（外国語

など必修科目を含む）から36単位以上、学科専門科目から68単位以上（必修

科目を含む）、その他、全学共通科目、自由選択科目などから必要単位を修得する

必要があります。  

本学科の学位授与の要件は、次の通りです。  

 

①  豊かな人間性を備えた企業人・社会人になるための幅広い専門教養を 

身につけ、他者への理解力、共存・共創する能力を修得していること。  

 

② 経済のグローバル化と知識基盤社会における地域経済の活性化に対応

するため、経済、経営、会計、スポーツ健康ビジネスの分野の専門知識・技

能を修得し、かつ自己で考え、判断し、論理的に表現できる能力を身につけてい

ること。  

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』） 

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/economics/policy/）                
（概要） 

 経済経営学科は、情報通信技術（ICT）の発展、経済の国際化の進展する

知識基盤社会において、専門知識・技能を身につけた社会で自立して活躍できる

有為な人材を養成します。  

このために、本学科の教育課程は、全学共通科目、学科専門科目及び自由

選択科目によって構成されています。  

全学共通科目は、日本文学などの人文科学、環境学などの自然科学、経済学

入門などの社会科学分野と外国語科目分野で構成され、他学部の科目から

自由に選択できる自由選択科目とともに、豊かな人間性を備えた社会人に

なるための幅広い専門教養を身につけ、他者への理解力、共創する能力を



  

育てることを目指しています。  

また、学科専門科目は、経済科目群、経営科目群、会計科目群、スポーツ

健康科目群、観光ビジネス科目群、そして共通科目群により構成され、経済経営に

関する専門的な知識と技能を身につけさせるための科目です。  

本学科の教育方法の特質の１つは、経済・経営・会計・スポーツ健康・観光

ビジネス科目群の学問分野の専門基本科目を１年次に広く学修し、２年次

以降には各専門分野のなかから、自己の興味・適性・進路にそった各論科目を

学び、自己の適性・進路に合った専門分野の高度な専門知識・技能を学習できる

ように科目配置しています。入学時に自己の進路に迷っている学生でも、１年次で

各専門分野の基本を学べることから、進路決定のために１年次から広く専門を

学べるという特質があります。  

その特質の２つは、学生の興味・適性・進路を尊重して、自己の持っている

個性・適性を早いうちに見極め、２年次以降の専門分野の学問研究を深堀

できるよう、１教員5～10名程度の少人数の「演習」授業を１年次から４年次まで

継続して行っています。教員による１人ひとりの顔の見える個別指導方法です。

１年次「教養演習Ⅰ」（春期）、「教養演習Ⅱ」（秋期）、２年次「基礎演習」

（通年）、３年次「専門演習」（通年）、４年次「卒業論文又は卒業研究」

（通年）です。演習授業は、学生１人ひとりの人格を尊重した、専門知識・

技能を修得し、自己で問題を捉え、問題解決方法を見つけ、論理的に表現し、

他者と共存・共創の能力を身につけることを目指しています。こうした教育

課程の実施を通じながら、学生の「学ぶ楽しさ、知るよろこび」の体験と、

自律的・積極的な学修への取り組みを促します。 

 その特質の３つは、４年間の学修の集大成として、演習指導の教員の下

で「卒業論文又は卒業研究」を作成し、「卒業論文合同発表会」でプレゼ

ンテーションを行います。  

演習では、学生がしっかりとした意見を持ち、議論の相手に理解してもらえる

ように主張できることが求められます。混沌とした現代経済において、企業などは、

課題を見つけ、課題を解決する処方箋を作成し、実際に解決する能力を有する

人材を求めています。現代社会の要請に応える上できわめて重要な科目が

４年間にわたる演習でもあります。  

その特質の４つは、学生の勉学支援のための「情報メディアセンター」（図書館）、

資格取得支援のための「エクステンションセンター」及び、就職支援のための

「キャリアセンター」を学内に併設しています。各センターでは、学習全般、

資格取得や就職活動の支援を専門スタッフにより積極的に行い、学生が専門知識・

技能を職業人生で活かし続けられる人材の養成に努めます。  

入学者の受入れに関する方針（公表方法：『教育方針（ポリシー）』）

（https://www.saigaku.ac.jp/academics/economics/policy/）                    

（概要） 

大学全体の入学者受け入れ方針のもとに、それぞれの学科では、人材養成

目的や教育研究内容の特色により、下記のような観点を重視します。  

【経済経営学科】  

 

①  向学心を持ち、多面的な好奇心・探求心のある人。 



  

 

②  経済・経営・会計・スポーツ健康・観光ビジネスの専門分野に興味のある人。 

 

③  広い教養、専門知識・技能を身につけ、社会で自己の能力を発揮したい人。  

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：『教育研究上の基本組織』  

https://www.saigaku.ac.jp/about-us/disclosure//#a1 
 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

人間学部 － 26 人 6 人 12 人 0 人 0 人 44 人 

経済経営学部 － 15 人 1 人 0 人 0 人 0 人 16 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 137 人 137 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.saigaku.ac.jp/academics/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間学部 320 人 344 人 107.5％ 1,292 人 1,264 人 97.8％ 6 人 4 人 

経済経営学部 100 人 112 人 112.0％ 408 人 465 人 114.0％ 4 人 1 人 

合計 420 人 456 人 108.6％ 1,700 人 1,729 人 101.7％ 10 人 5 人 

（備考） 

 

 

 

 

 

 



  

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間学部 
172 人 

（100％） 

3 人 

（ 1.7％） 

138 人 

（80.2％） 

31 人 

（18.0％） 

経済経営学部 
64 人 

（100％） 

2 人 

（ 3.1％） 

46 人 

（71.9％） 

18 人 

（28.1％） 

合計 
236 人 

（100％） 

5 人 

（ 2.1％） 

184 人 

（78.0％） 

47 人 

（19.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

④ 授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

体系的に編成された教育課程のもと、学生にあらかじめ授業の内容や進め方、成

績評価方法等を把握させるため、全学共通科目及び各学科の専門科目を担当す

る全教員により、半期ないしは通年の授業計画（シラバス）が作成されている。

シラバスについては、大学設置基準第 25 条の２で規定された「授業の方法及び

内容並びに一年間の授業の計画をあらかじめ明示」し、かつ「学修の成果に係る

評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生に

対してその基準をあらかじめ明示する」という趣旨を踏まえて作成している。  

シラバスの内容としては、授業概要、授業計画、到達目標、履修上の注意、予習・

復習、評価方法、テキストを明記している。 

 

 

 

 

 

 

 



  

⑤ 学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

学習成果の評価は、基本的には学期末試験の結果によるが、授業期間中の

小テストの結果などの平常点を加味することができる。各担当教員の評価の方法

についてはシラバスに明示されている。また、学生から成績評価について照会が

ある場合は、一定期間を設けて文書による質問等を受け付け、授業担当教員から

文書をもって回答することとしており、評価の透明性、客観性を保ち、適切

な評価がなされる仕組みとなっている。  

 

「卒業論文又は卒業研究」は４年次生の必修科目である。 

  

成績評価：学則第33条、履修規程第16条  

卒業の認定：学則第 36条・37条、履修規程第 2条 
 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間学部 

人間文化学科 124 単位 有・無 単位 

心理学科 124 単位 有・無 単位 

子ども発達学科 124 単位 有・無 単位 

経済経営学部 経済経営学科 124 単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：『施設・設備』https://www.saigaku.ac.jp/about-us/facilities/ 

     『埼玉学園大学 GUIDE BOOK 2022』（刊行物）【全教職員、資料請求者及び高校へ配布】 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間 

人間文化 720,000円 270,000円 360,000 円  

心理 720,000円 270,000円 390,000 円  

子ども発達 720,000円 270,000円 360,000 円  

経済経営 経済経営 720,000円 270,000円 360,000 円  

 

 

 

 

 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 きめ細かな学修支援の体制としては、少人数教育、演習（ゼミナール）に加えて、

チューター制度、オフィスアワーの導入があげられる。これらについては、本

学ウェブサイト、「学生便覧」、「大学案内」で明示されているところであ

り、その内容の概略は以下の通りである。 

 

(1)徹底した少人数教育 

学生一人ひとりの個性を伸ばすため、きめ細かな指導を実現する。教員一

人当たりの学生数は 25人前後であり、学生と教員との密接なコミュニケーショ

ンを通して「わかる」ことの楽しさが実感できるよう、一方通行ではない授業に

より学生個々の隠れた能力と自発性を導き出す。 

 

(2)１年次からの演習（ゼミナール） 

入学から卒業まで少人数制による演習(ゼミナール)を行う。１年次の教養演習

は、１クラス10人前後で、学び合う仲間の形成、プレゼンテーションやディスカッショ

ン力の養成に力を入れ、2年次以降の基礎演習や専門演習では、自分の興味・関心

に応じて担当教員による丁寧な指導を受けながら、学年の進行に伴って専門性を深

めていく。最終学年で卒業論文又は卒業研究を仕上げることが目標になる。 

 

(3)チューター制 

大規模大学とは異なるメリットを最大限に活かし、演習（ゼミナール）担当教

員１人がチューターとして原則８人から 15人の学生を受け持つ。新入生が大

学に早く慣れ、実りある学生生活を送れるよう、時間割の作成から学生生活や

将来の進路についても指導し、広く学生の相談に応じる。授業への出席状況が良

くない学生との面談、資格取得や就職についての学生や保証人からの相談、保育

指導や教育実習に際しての巡回指導なども行う。 

 

(4)オフィスアワー 

専任教員全員が、必ず週に 1回以上は「オフィスアワー」を設けている。この

時間、各教員は各科目の内容についての質問、勉強の仕方、専門分野を学ぶ

に当たっての履修計画等、様々な相談を受けるため研究室に待機している。対話

を通して自己認識を深め充実した 4年間を送ることができるよう、学生が専任教

員の研究室を自由に訪問し、授業でわからなかったことや大学生活の悩みを気

軽に相談できる時間である。 

 

(5)埼玉学園大学奨学金 

  特に優秀な成績をもって入学し、在学中勉学に専念する意欲のある学生に対し

て、経済的な支援を行うことにより、有為な人材を育成することを目的とす

る。 

 

 



  

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

履歴書・ＥＳの添削や面接指導、個別相談など学生の就職活動における悩みに

対し、随時相談ができるように努めている。  

合同企業説明会やインターンシップ説明会など、就職活動に役立つイベントを

学内で実施している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生の健康管理のために全学生を対象に健康診断を、毎年4 月に

実施している。  

受診しなかった学生は、病院等で健康診断書を作成してもらい提出するように

指導している。  

学内には医務室が設置されており、授業・課外活動中の負傷や、具合が悪い

場合などの健康相談は、養護教諭の資格を有する職員が対応している。  

また、学生の学業、生活、進路、対人関係、心の健康、性格等、様々な問題

について相談に応じ、助言を与えることを目的として「学生相談室」を設置

している。  

学生相談室には、臨床心理士又は公認心理師の資格を有するカウンセラーが１

人配置され、原則として週２日、相談に当たっている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：『活動の紹介』https://www.saigaku.ac.jp/about-us/research_activities/  

『埼玉学園大学紀要人間学部編第21号』（刊行物）【教員及び幹部職員、関係大学等に配布 

『埼玉学園大学紀要経済経営学部編第21号』（刊行物）【同上】 

 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

F111310102021

埼玉学園大学

学校法人　峯徳学園

学校コード

（備考）

内
訳

31人

22人

家計急変による
支援対象者（年間） -

157人

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

合計（年間）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したこ
とにより認定の取消しを受けた者の数

年間 0人

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄について、該当する人数が1人以上10人以下の場合に
は、当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載するこ
と。

本表において、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分とは、それぞれ大学等における修学の支
援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第１号、第２号、第３号
に掲げる区分をいう。

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認
定の取消しを受けた者の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたこと
により認定の取消しを受けた者の数

年間

155人

後半期

141人

85人

43人

13人

学校名

設置者名

前半期

支援対象者（家計急変
による者を除く）

147人

94人第Ⅰ区分



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

右以外の大学等

後半期前半期年間

修業年限で卒業又は修
了できないことが確定

修得単位数が標準単位
数の５割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の５割以

下）

出席率が５割以下その
他学修意欲が著しく低

い状況

0人

-

「警告」の区分に連続
して該当

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の
処分を受けたことにより認定の取消しを受けた者の数

計

0人

12人

-

退学 -

３月以上の停学 0人

年間計 -

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成
績が著しく不良であることについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められ
ず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含

む。）、高等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修
業年限が２年以下のものに限る。）

0人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（備考）

（備考）

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学
生認定の効力の停止を受けた者の数

停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の
効力の停止を受けた者の数

３月未満の停学 0人

修得単位数が標準単位
数の６割以下

（単位制によらない専門学校
にあっては、履修科目の単位
時間数が標準時間数の６割以

下）

-

ＧＰＡ等が下位４分の
１

13人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専
攻科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のもの

に限る。）

年間 前半期 後半期

計 18人

出席率が８割以下その
他学修意欲が低い状況

0人


